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◉
　

公
共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し

て
、自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域

に
お
住
ま
い
の
人
は
、早
め
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、排
出

汚
水
量
の
認
定
制
度
に
よ
り
、下

水
道
使
用
料
を
算
定
し
ま
す
。

▼
井
戸

水
な
ど
水
道
水
以
外
を
生
活
用
水

と
し
て
使
用
し
て
い
る
▼
水
道
水

を
次
の
用
途
で
使
用
し
て
い
る
➊

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

　　

宮
城
い
き
い
き
学
園
は
、シ
ニ

ア
世
代
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
を
支
援
し
、地
域
の
指
導
者
養

成
を
目
的
と
し
て
、必
要
な
知
識

を
身
に
付
け
る
学
び
の
場
で
す
。

県
内
に
居
住
の
60
歳
以

上
の
人

２
年
間（
学
習
日
＝

年
間
約
20
日
）

入
学
金
５
千
円
、受
講
料

年
額
２
万
円

３
月
31
日（
月
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

宮
城

県
社
会
福
祉
協
議
会（
い
き
が
い

推
進
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２（
２
２
５
）８
４
７
７

　

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

一
般
職（
大
卒
程
度
）

２
月
20
日（
木
）〜
３

月
24
日（
月
）

６
月
１
日（
日
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
し
い
内
容

は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

人
事
院
東
北
事
務

局
第
二
課（
試
験
係
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

年
金
加
入
者
は
、職
業
な
ど
に

よ
り
、３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
ま

す
。20
〜
60
歳
の
間
に
種
別
が
変

わ
る
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
で

す
。

給
料
か
ら
保
険

料
が
天
引
き
に
な
る
会
社
員
な

ど
と
異
な
り
、自
営
業
者
、農
業

従
事
者
、学
生
な
ど
の
第
１
号
被

保
険
者
は
、自
分
で
保
険
料
月
額

１
万
６
９
８
０
円（
令
和
７
年
３

月
末
時
点
）を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。加
入
手
続
き
後
、納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、銀
行
、

農
協
、信
用
組
合
、信
用
金
庫
、郵

便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
電
子
納
付
な
ど
で
納
め
る
か
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

収
入
が
少
な
く
、納
付
が
困
難
な

場
合
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料

を
免
除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。学
生
に
は
、学
生
納
付

特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、年

金
事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
総
合

支
所
市
民
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

■

■

■

牛
や
豚
な
ど
の
畜
舎
で
使
用
➋
年

間
を
通
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
で
出
荷
用
野
菜
や
花
き
栽
培
に

使
用
➌
製
造
業
な
ど
で
製
品
に
多

量
の
水
を
使
用
➍
育
苗
な
ど
で
一

時
的
に
多
量
の
水
を
使
用（
原
則

１
カ
月
分
）

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

上
下
水
道

部
経
営
総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

　

４
月
１
日（
火
）か
ら
、水
道
お

客
様
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
営
業
時
間

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分（
毎
週
水
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で
）

※
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始（
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
）を
除
く

登
米
市
水
道
お
客

様
セ
ン
タ
ー（
迫
町
佐
沼
字
萩
洗

二
丁
目
２
番
地
３
）　

☎
０
１
２
０（
０
２
３
）１
５
１

　

市
は
、学
校
規
模
の
適
正
化
と

教
育
環
境
の
向
上
を
目
指
し
、市

立
小
中
学
校
等
再
編
構
想
に
基
づ

く
学
校
再
編
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

東
和
地
域
で
は
、米
谷
小
、錦
織

小
、米
川
小
に
つ
い
て
、令
和
元
年

度
に
統
合
を
検
討
す
る
学
校
再
編

準
備
委
員
会
を
、令
和
４
年
度
に

は
校
名
な
ど
を
協
議
す
る
開
校
準

備
委
員
会
を
設
置
。保
護
者
や
学

校
運
営
協
議
会
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
代
表
者
ら
が
統
合
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。そ
の

結
果
、３
校
を
統
合
し
、令
和
７
年

４
月
に「
東
和
小
学
校
」と
し
て
開

校
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

閉
校
式
は
、米
谷
・
米
川
小
が
３

月
21
日（
金
）、錦
織
小
が
３
月
22

日（
土
）、東
和
小
開
校
式
は
、４
月

４
日（
金
）に
開
催
し
ま
す
。

※
関
係
者
の
み
出
席

教
育
部
学
校
再
編

推
進
室（
学
校
再
編
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９

　

県
は
、３
月
11
日
を「
み
や
ぎ
鎮

魂
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。市
で

は
、東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
人
を
追
悼
し
、震
災
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、一
斉
黙
と
う

を
実
施
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
11
日（
火
）午
後

２
時
46
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
合
図
に

一
斉
黙
と
う
を
実
施

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校

や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、在
学

中
に
必
要
な
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

】１
人
当
た
り
３
５
０
万

円
以
内

入
学
金
、授
業
料
、教

科
書
代
、ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金･

家
賃
な
ど

年
２
・
65
％（
固
定
金
利
）、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
は
年
２
・

25
％（
令
和
７
年
１
月
６
日
現
在
）

18
年
以
内

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）０
０
８
６
５
６

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６
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